
























































































































































る“デロイテ”（Deloitte）では、2011 年に 6 千人以上の人に
ついて行った調査がある。それによると、団塊世代といわれる
X 世代（1965 ～ 1979 年生まれの人）とY 世代（1980 ～ 1994 年生
まれの人）でも、共に環境志向性が強く、なんらかの環境志向
性を基準にツーリズム選択を行っているものは、全体の約半数、
すなわち 54% になるという結果になっている（X 世代、Y 世代につ
いて詳しくは大橋,2013,2020 参照）。
　国別にみると、例えばアメリカでは、“コミュニティ・マーケティ
ング社”（Community Marketing Inc.: CMI）が2010年に発表した“サ
スティナブル・トラベル”（sustainable travel）についての調査がある。




























デス（J.I. Pulido-Fernández）の試みのように次の 3 種に分けてい
るものもある（cited in Weber, 2019, p.272）。
① 　無関心的（unconcerned）なもの : サスティナビリティには全
く関心がないというもの。
② 　内省的（reflective）なもの : 内心的にはサスティナビリティ
に関心があるというもの。







いる（R.Wehrli et al., 2011, cited in Weber, 2019, p.271. それぞれの項目の最後
の数字は、それを可として答えた者の割合）
① 　バランス型（balanced type）: すべてのサスティナビリティ要
素に対し等しく配慮するというもの＝33%。
② 　懐疑型（sceptical type）: サスティナビリティに批判的で、
すべてのサスティナビリティ要素について意義を疑問視する
もの＝25%。




④ 　生態系重視型（ecological type）: 生態系保持を中心にサ
スティナビリティ重視の態度をとるもの＝15%。








　ドイツの場 合、“ 休 暇と旅 行についての研 究 協 会 ”

































































































（Horwath HTL）の 2014 年の報告書（Horwath HTL., 2014）では、
サスティナビリティはビジネス旅行を含めますます主流的なもの
になっており、ホテル側でもそうした情報を提供することが重要
になっていると書かれている（cited in Weber,2019, p.274）。
　ちなみにウェーバーが引用しているところによると、アメリカ
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